[image: image1.bmp][image: image2.wmf][image: image3.bmp][image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]


[image: image6.jpg]










６．回廊　飛鳥建築の謎！





●　第６問


回廊の一部は室町時代に、建設されました。


さて室町時代に建設された回廊は、ＡＢＣＤのどの位置でしょうか？　














さあ、次は五重塔、金堂などをぐるっと囲んでいる廊下を観察してみましょう。この廊下を回廊（かいろう）と言います。


　この回廊は飛鳥時代に建築されました。この、回廊の中に入って屋根をささえる構造を観察してみましょう。


１４００年前に生きていた飛鳥時代の人々の工夫と技術をみることができます。特に屋根をささえる束（つか）の形に注目してみましょう。








束（つか）を見極めよう！
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◆ヒント　ＡＢＣＤの４個所の場所に行って、実際に回廊の中から上を見上げてみましょう。重い屋根を支える束（つか）の形が飛鳥時代と室町時代ではちがいます。この問題は、室町時代の束（つか）を発見すれば、その回廊の場所は室町時代に建築した場所であることが分かります。











室町時代の束（つか）











第６問　答え
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飛鳥時代の束（つか）





飛鳥建築は、人字型でカーブした梁（はり）にのっています。人型にすることにより上からの力が分散され、両脇の柱にうまく荷重が伝わるようになっています。梁（はり）の荷重が上手に二本の柱に分散されています。


　ところが、室町建築は梁（はり）は真っすぐでゴツク冷たい感じがします。棟木（むねき）から「束」（つか）が梁（はり）の中央に建てられています。構造や力学的なことを忘れ、直線的な方が美しく力強いと思うように職人の感覚が変わったのです。


つまり飛鳥時代は、力強さのなかに柔らかさがあり構造を重視しますが、室町時代は構造よりも形にとらわれて装飾性を重視したのです。時代による美の感覚の違いですね。





◆人字型の割束（わりつか）








◆回廊（飛鳥時代、一部室町時代）


飛鳥建築は、屋根をささえる梁（はり）の形が違います。「虹梁」（こうりょう）といって、いかにも虹の一片を切り取ったような美しく優しいかたちをしています。


「虹梁」（こうりょう）の上に束（つか）があって、棟木（むねき）をささえています。　飛鳥時代の束（つか）は、人字型（ひとじがた）の割束です。漢字の人という字に似ているからです。








観察したら○





法隆寺みどころガイド６　回廊








これが飛鳥建築だ！





徹底追究⑥








観察


見学して














